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2016年の新春を迎えて
八峰町長　加　藤　和　夫
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工
事
も
予
定
通
り
進
捗
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
「
八
峰
中
学
校
」
と
「
峰
浜
小
学

校
」
が
無
事
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
る
よ
う
万

全
を
期
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

す
で
に
「
八
森
中
学
校
」
と
「
塙
川
小

学
校
」
で
は
閉
校
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

地
域
の
学
校
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
町
民
の

心
情
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
児
童
・
生
徒

の
教
育
環
境
を
し
っ
か
り
整
え
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
行
財
政
基
盤
の
確
立
で

あ
り
ま
す
。
現
在
、
財
政
健
全
化
指
標
は

す
べ
て
健
全
域
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
合
併
特
例
措
置
が
段
階
的
に
縮
小
さ
れ
、

厳
し
く
な
り
ま
す
。

　

事
務
事
業
の
重
点
化
、
効
率
化
等
見
直

し
を
図
り
な
が
ら
、
人
口
減
少
時
代
に
対

応
し
た
行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
の
他
に
も
数
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、
今
年
も
町
民
の
皆
様
と
協
働
で
住

み
よ
い
町
づ
く
り
に
精
一
杯
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

特
に
、
総
合
戦
略
で
第
一
の
課
題
で
あ

り
ま
す
産
業
振
興
と
雇
用
拡
大
に
力
を
注

い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
で
は
、
新
規
就
農
者
の
増
加
が
あ

る
も
の
の
平
成
三
十
年
の
生
産
調
整
廃
止

や
農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
し
た
担
い
手

へ
の
土
地
集
積
、
主
食
用
米
か
ら
の
転
換
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
妥
結
に
伴
う
今
後
の
影
響
へ

の
対
処
等
新
農
業
政
策
を
見
越
し
た
対
応

を
重
点
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
県
と
の
協
議
を
進
め
て
お
り
ま

す
「
未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
纏
ま
れ
ば
菌
床
椎
茸
栽
培
の
拡
大
に
繋

が
り
、
雇
用
に
も
資
す
る
も
の
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

漁
業
で
は
、
漁
獲
の
減
少
や
魚
価
の
低

迷
等
の
厳
し
さ
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、

資
源
回
復
に
む
け
た
放
流
事
業
や
海
の
環

境
を
整
え
る
施
策
、
付
加
価
値
化
等
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
商
工
業
が
力
強
さ
を
増
し

て
雇
用
拡
大
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
町
も
こ
れ
ま
で
の
支
援

策
を
検
証
し
な
が
ら
、
効
果
的
な
施
策
を

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
に
、
学
校
統
合
に
向
け
て
校
舎

の
改
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
作
況
「
や
や
良
」
と
な
っ
た

米
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
は
平
年
並
み

を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

季
節
ハ
タ
ハ
タ
漁
は
、
漁
獲
枠
に
達
し

た
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
漁
獲
高
は
前
年

を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
三
月
二
十
七
日
に

八
峰
町
誕
生
か
ら
満
十
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
様
々
な
記
念
行
事
を
行
い
ま
し
た
が
、

町
民
皆
様
の
ご
協
力
で
滞
り
な
く
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
新
年
を
迎
え
て
、
今
年
も
町
政

課
題
の
進
展
に
向
け
決
意
を
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
新
年
度
か
ら
始
ま
る
今
後
十
年

間
の
指
針
と
な
る
「
総
合
振
興
計
画
」
を

基
に
し
た
施
策
を
着
実
に
実
行
に
移
し
て

い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
国
の
地
方
創
生
政
策
に
合
わ
せ

て
策
定
し
た
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に

基
づ
い
た
事
業
を
実
施
し
な
が
ら
今
後
五

年
間
で
推
測
さ
れ
て
い
る
将
来
人
口
を
上

回
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１
月
５
日
、
八
峰
町
消
防
出
初
式
が
行

わ
れ
、
町
内
16
分
団
の
団
員
ら
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
団
員
た
ち
は
秋
田
銀
行
八
森

支
店
前
で
分
列
行
進
を
行
い
、
町
長
ら
の

観
閲
を
受
け
た
あ
と
、
フ
ァ
ガ
ス
で
行
わ

れ
た
式
典
に
出
席
。
式
典
で
は
、
加
藤
町

長
が
式
辞
を
述
べ
、
本
多
団
長
と
佐
藤
八

峰
消
防
署
長
が
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
長
年
消
防
団
員
と
し
て
功
績

の
あ
っ
た
方
々
や
消
防
協
力
者
に
表
彰
状

や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を

代
表
し
、
第
１
分
団
の
副
分
団
長
鈴
木
英

実
さ
ん
が
謝
辞

を
述
べ
、
最
後

は
団
員
全
員
で

万
歳
を
三
唱

し
、
無
事
故
、

無
火
災
を
誓
い

ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
（々
敬
称
略
）

●
秋
田
県
知
事
表
彰

【
有
功
章
】

第
１
分
団
　
副
分
団
長
　
鈴
木
　
英
実

第
７
分
団
　
班
　
　
　
長
　
神
馬
　
秋
雄

第
15
分
団
　
班
　
　
　
長
　
平
沢
　
金
義

【
永
年
勤
続
章（
35
年
以
上
）】

本
部
分
団
　
分
　
団
　
長
　
諸
澤
　
達
雄

【
永
年
勤
続
章（
30
年
以
上
）】

本
部
分
団
　
副
分
団
長
　
金
谷
　
弘
美

本
部
分
団
　
団
　
　
　
員
　
鈴
木
　
清
美

【
永
年
勤
続
章（
25
年
以
上
）】

本
部
分
団
　
団
　
　
　
員
　
日
沼
　
克
文

第
８
分
団
　
副
分
団
長
　
後
藤
　
　
誠

第
10
分
団
　
班
　
　
　
長
　
小
林
　
雅
丈

第
12
分
団
　
班
　
　
　
長
　
諸
澤
　
英
紀

第
13
分
団
　
分
　
団
　
長
　
茂
内
　
　
章

第
14
分
団
　
分
　
団
　
長
　
畠
山
　
昭
治

第
15
分
団
　
団
　
　
　
員
　
井
川
　
友
之

【
永
年
勤
続
章（
20
年
以
上
）】

第
１
分
団
　
班
　
　
　
長
　
田
村
　
栄
章

第
１
分
団
　
班
　
　
　
長
　
工
藤
　
清
孝

第
１
分
団
　
班
　
　
　
長
　
金
谷
　
知
明

第
３
分
団
　
分
　
団
　
長
　
若
狹
　
武
彦

第
４
分
団
　
副
分
団
長
　
塚
本
　
　
覚

第
９
分
団
　
団
　
　
　
員
　
金
田
　
　
仁

●
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
勤
続
章（
10
年
勤
続
）】

第
２
分
団
　
塚
本
一
也
、
第
３
分
団
　
小

林
泰
樹
、
第
５
分
団
　
米
森
大
、
第
７
分

団
　
神
馬
正
志
、
第
８
分
団
　
川
村
裕

作
、
第
15
分
団
　
須
藤
征
得

●
秋
田
県
消
防
協
会

能
代
市
山
本
郡
支
部
長
表
彰

【
勤
続
章（
７
年
以
上
）】

第
１
分
団
　
長
門
正
春
、
第
１
分
団
　
鈴

木
達
夫
、
第
１
分
団
　
武
内
徹
、
第
３
分

団
　
小
林
慶
信
、
第
５
分
団
　
福
田
優
、

第
９
分
団
　
菊
地
憲
一
、
第
９
分
団
　
菊

地
和
幸
、
第
９
分
団
　
伊
藤
真
怜
、
第
10

分
団
　
須
藤
宰
、
第
11
分
団
　
伊
藤
一

八
、
第
12
分
団
　
白
木
幸
典
、
第
14
分
団

門
脇
孝
二
、
第
15
分
団
　
鈴
木
喜
美
夫
、

第
15
分
団
　
三
輪
浩
二

●
八
峰
町
長
表
彰

【
５
年
精
勤
章
】

第
４
分
団
　
芹
田
秀
樹
、
第
４
分
団
　
芹

田
雄
太
、
第
５
分
団
　
福
田
稔
、
第
５
分

団
　
田
中
税
、
第
５
分
団
　
川
尻
和
昌
、

第
５
分
団
　
伊
勢
隼
人
、
第
６
分
団
　
今

井
智
裕
、
第
９
分
団
　
小
林
尚
平
、
第
９

分
団
　
笠
原
大
輔
、
第
10
分
団
　
佐
々
木

浩
平
、
第
12
分
団
　
鎌
田
陽
平
、
第
12
分

団
　
大
高
文
恵
、
第
12
分
団
　
斎
藤
一

心
、
第
13
分
団
　
日
沼
圭
佑
、
第
13
分
団

菊
地
歩
美
、
第
13
分
団
　
佐
々
木
書
知
、

第
15
分
団
　
永
野
翔
悟
、
第
15
分
団
　
須

藤
広
洋
、
第
15
分
団
　
金
谷
洋
平
、
第
15

分
団
　
岩
城
一
馬
、
第
15
分
団
　
須
藤
翔

也
、
第
15
分
団
　
三
輪
健

【
３
年
精
勤
章
】

第
２
分
団
　
内
藤
悟
、
第
２
分
団
　
小
林

純
一
、
第
５
分
団
　
佐
々
木
隆
史
、
第
14

分
団
　
安
井
卓
美

●
少
年
警
火
団
に
対
す
る
記
念
品
授
与

及
び
感
謝
の
言
葉

水
沢
小
学
校
区
　
水
沢
小
学
校
警
火
団

塙
川
小
学
校
区
　
塙
川
小
学
校
警
火
団

八
森
小
学
校
区
　
八
森
小
学
校
警
火
団

八
峰
町
消
防
出
初
式
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
で
す
が
、

人
口
減
少
、
高
齢
化
等
の
進
行
が
著
し
い
本

町
に
お
い
て
、
地
域
外
の
人
材
を
本
町
に
招

致
し
て
そ
の
定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

の
活
性
化
等
を
促
進
す
る
こ
と
を
主
な
目
的

に
、「
八
峰
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
」
３
名

を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、「
移
住

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
と
し
て
１
名
を
採
用
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
隊
員
と
し
て
内
定
し

た
方
は
、
千
葉
県
在
住
の
八
峰
町
出
身
者

で
、
今
年
度
、
空
き
家
改
修
事
業
で
整
備
す

る
予
定
の
住
宅
に
家
族
で
移
住
し
、
来
年
１

月
中
旬
か
ら
活
動
を
開
始
す
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

秋
の
行
政
協
力
員
会
議
を
11
月
27
日
峰
栄

館
で
開
催
し
、
各
自
治
会
か
ら
出
さ
れ
た
道

路
改
良
な
ど
の
要
望
44
件
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
町
の
考
え
方
を
示
し
、
意
見
交
換
を
行

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

要
望
に
対
す
る
意
見
交
換
の
ほ
か
、
町
か

ら
は
町
道
の
冬
期
間
閉
鎖
箇
所
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
に
つ
い
て
の
説
明
と
町
の
総
合
戦
略
及

び
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
説
明
し
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に

つ
い
て
で
す
。

　

昨
年
度
は
塙
川
分
院
の
み
の
対
応
で
し
た

が
、
本
年
度
は
11
月
か
ら
毎
週
水
曜
日
に
午

前
中
は
塙
川
分
院
、
午
後
か
ら
は
本
院
に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
椿
坂
医
師
と
三
木
医
師
の

ご
協
力
を
得
て
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
今
シ
ー

ズ
ン
か
ら
Ａ
型
２
種
類
、
Ｂ
型
２
種
類
の
合

計
４
種
類
と
な
り
接
種
料
金
が
高
く
な
っ
て

い
る
た
め
、
補
助
金
を
４
０
０
円
増
額
し

１
，
４
０
０
円
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
11
月

中
の
４
回
の
接
種
日
に
は
計
１
９
５
人
の
方

が
接
種
さ
れ
ま
し
た
。
予
防
対
策
を
十
分
に

し
な
が
ら
健
康
維
持
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
期
の
ハ
タ
ハ
タ
漁
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

　

ハ
タ
ハ
タ
漁
は
、
平
成
７
年
の
解
禁
以

降
、
順
調
に
回
復
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平

成
25
年
以
降
、
資
源
の
減
少
傾
向
が
顕
著
に

な
り
、
今
期
の
秋
田
県
の
漁
獲
対
象
資
源
量

は
２
，
０
０
０
ト
ン
程
度
と
危
機
的
な
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
受
け
、
今
期
の
漁
獲
枠
は
、

昨
年
の
１
，
６
８
０
ト
ン
か
ら
半
減
の
８
０

０
ト
ン
と
す
る
厳
し
い
漁
獲
制
限
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
北
部
総
括
支
所
管

内
に
割
り
当
て
ら
れ
た
沿
岸
ハ
タ
ハ
タ
漁
の

漁
獲
枠
は
、
１
０
２
・
７
ト
ン
で
昨
年
の
半

分
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
期
の
ハ
タ
ハ
タ
の
初
漁
は
、
11

月
30
日
と
昨
年
よ
り
４
日
早
く
、
八
森
漁

港
、
岩
館
漁
港
合
わ
せ
て
約
３
ト
ン
と
水
揚

げ
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
12
月
７
日
に
は

両
漁
港
で
10
ト
ン
、
８
日
に
は
14
・
１
ト
ン

と
、
順
調
に
水
揚
げ
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

　

魚
体
は
、
２
歳
魚
中
心
の
中
型
で
す
が
、

価
格
は
例
年
よ
り
高
値
で
推
移
し
て
い
ま

す
。

　

９
月
22
日
、
23
日
に
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た
「
町
イ
チ
村
イ
チ
２
０

１
５
」
に
は
、
全
国
か
ら
３
２
３
の
町
村
が

参
加
し
、
特
産
品
販
売
な
ど
に
よ
り
地
域
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
２
日
間
の
入
場
者
数
は
５
万
２
千
人
を

数
え
、
初
日
は
入
場
制
限
が
か
か
る
ほ
ど
の

大
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
八
峰
町
で
は
、
主
に

は
っ
ぽ
う
う
ま
し
商
品
の
Ｐ
Ｒ
と
試
食
販
売

を
行
い
ま
し
た
。
試
食
を
準
備
し
た
こ
と

と
、
関
東
ふ
る
さ
と
会
の
皆
さ
ま
の
熱
心
な

売
り
込
み
に
よ
り
、
八
峰
町
ブ
ー
ス
の
前
に

は
常
時
人
だ
か
り
が
で
き
、
町
の
Ｐ
Ｒ
が
充

分
に
で
き
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
商
品
の
殆

ど
を
完
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
の
有
楽
町
駅
前

広
場
で
行
わ
れ
た
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、

２
日
間
に
わ
た
り
石
川
郷
土
芸
能
保
存
会
に

よ
る
「
駒
踊
り
」
と
「
奴
踊
り
」
が
披
露
さ

れ
、
暴
れ
駒
が
代
名
詞
の
勇
壮
な
駒
踊
り

は
、
会
場
を
訪
れ
た
多
く
の
お
客
様
か
ら
、

拍
手
喝
采
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　

27
年
産
米
の
作
柄
概
況
で
す
が
、
農
林
水

産
省
が
12
月
４
日
に
発
表
し
た
作
況
指
数

は
、
全
国
が
１
０
０
、
東
北
が
１
０
３
、
秋

田
県
は
昨
年
よ
り
１
ポ
イ
ン
ト
低
い
１
０
３

の
「
や
や
良
」
と
な
り
ま
し
た
。
県
北
地
域

も
１
０
３
の
「
や
や
良
」
と
な
り
、
10
ア
ー

ル
当
た
り
収
量
は
、
昨
年
よ
り
10
キ
ロ
少
な

い
５
６
９
キ
ロ
と
確
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
出
穂
期
と
な
る
８
月
上
旬
の
気

温
、
日
照
時
間
が
平
年
を
上
回
っ
て
経
過

し
、
９
月
中
旬
以
降
も
天
候
に
恵
ま
れ
登
熟

が
進
み
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
、
一
穂
当
た

り
モ
ミ
数
が
平
年
よ
り
少
な
か
っ
た
こ
と
が

昨
年
よ
り
収
量
が
減
少
し
た
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

小
学
校
及
び
中
学
校
統
合
協
議
会
の
協
議

内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

11
月
24
日
に
第
11
回
目
の
会
議
を
開
催

し
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
等
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
に
つ
い
て
は
、
通
常
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
基
準
と
し
、
冬
季
間
は
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
基
準
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、「
道
路

が
狭
隘
で
歩
道
の
設
置
が
な
い
」、「
通
学
路

に
民
家
が
少
な
く
防
犯
上
問
題
が
あ
る
」
、

「
集
落
内
に
通
学
児
童
が
少
な
く
登
校
班
の

編
成
が
で
き
な
い
」
な
ど
の
理
由
が
あ
る
場

合
は
、
幅
を
も
た
せ
た
運
行
と
す
る
こ
と
で

了
承
を
得
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い

て
は
、
通
常
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
基
準
と

し
、
冬
季
間
は
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
基
準
と

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
現
在
の
八
森
中

学
校
区
は
通
年
運
行
と
し
、
冬
季
運
行
に
つ

い
て
は
現
行
の
峰
浜
中
学
校
の
冬
季
運
行
を

踏
襲
す
る
こ
と
で
了
承
を
得
ま
し
た
。

　

校
歌
に
つ
い
て
は
作
曲
が
完
成
し
、
実
際

の
曲
を
試
聴
し
て
い
た
だ
き
、
小
学
校
、
中

学
校
と
も
ご
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

制
服
に
つ
い
て
、
前
回
、
女
子
の
夏
の
制

服
が
ま
だ
決
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
再
度
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
た
結

果
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
と
す
る
こ
と
を
報
告
し
、

承
認
を
得
ま
し
た
。

　

今
後
は
校
訓
な
ど
を
提
示
し
統
合
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

八
峰
町
初
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

１
月
中
旬
か
ら
活
動
開
始
予
定

秋
の
行
政
協
力
員
会
議　

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な
ど
を
説
明

東
京
で
八
峰
町
の
魅
力
を
発
信

　
　

町
イ
チ
村
イ
チ
は
大
盛
況

本
年
度
か
ら
診
療
所
本
院
で
も
実
施　
　
　
　
　
　
　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種　

ハ
タ
ハ
タ
漁
獲
枠
は
昨
年
の
半
分

　
　

資
源
減
少
で
危
機
的
な
状
況

27
年
産
米
の
作
柄
概
況　
　

「
や
や
良
」
も
収
量
は
昨
年
よ
り
減

八峰町12月議会定例会

町長の行政報告を
　　　　お知らせします

　八峰町12月議会定例会が16日から18日までの会期で開かれ、町長の
行政報告や一般質問、補正予算の議案審議などが行われました。
　町長の行政報告の中から主なものをお知らせします。

八
峰
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

八
峰
町
入
湯
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

八
峰
町
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

八
峰
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

能
代
市
山
本
郡
養
護
老
人
ホ
ー
ム

組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

能
代
市
と
の
定
住
自
立
圏
の
形
成

に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

八
峰
町
沢
目
財
産
区
管
理
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
八
峰
町
一
般
会
計
補

正
予
算

１
億
１
０
５
万
８
千
円
を
増
額
す

る
も
の

主
な
追
加
補
正
分

生
活
バ
ス
路
線
及
び
マ
イ
タ
ウ

ン
バ
ス
維
持
費
補
助
金
、
高
性

能
林
業
機
械
導
入
補
助
金
、
漁

業
経
営
体
経
営
安
定
支
援
事
業

補
助
金
、
峰
浜
中
学
校
教
材
備

品
購
入
費
、
林
業
施
設
災
害
復

旧
事
業
費
、
国
庫
支
出
金
返
納

金
の
追
加
な
ど

各
特
別
会
計
補
正
予
算

12
月
議
会
定
例
会
に

　
　
　
提
出
し
た
主
な
議
案

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
基
準
を
設
定

小
中
学
校
統
合
協
議
会
で
了
承
を
得
る
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八峰町の地方創生へ向けて

●
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
●

●
総
合
戦
略
●

八峰町まち・ひと・しごと創生総合戦略
～課題克服に向けた具体的な施策～

　
「
八
峰
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、

人
口
の
現
状
分
析
を
行
い
、
そ
こ

か
ら
浮
き
出
た
課
題
等
を
基
に
、

人
口
の
将
来
展
望
を
導
き
出
し
ま

し
た
。

　

１
９
９
５
年
以
降
の
人
口
動
向

を
調
査
し
た
結
果
、
総
人
口
、
年

齢
３
区
分
別
人
口
の
う
ち
年
少
人

口
（
０
〜
14
歳
）
、
生
産
年
齢
人

口
（
15
〜
64
歳
）
で
減
少
傾
向
に

あ
り
、
今
後
も
減
少
す
る
見
込
み

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
死
亡
数

の
増
加
や
出
生
数
の
減
少
な
ど
に

よ
る
自
然
減
や
、
転
出
超
過
に
よ

る
社
会
減
（
と
り
わ
け
20
〜
24
歳

の
年
齢
階
層
の
男
女
が
多
い
）
が

継
続
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

こ
と
か
ら
、
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
は
、
本
町
の
人
口

推
計
は
表
１
の
下
グ
ラ
フ
の
と
お

り
に
な
る
と
示
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
現
状
と

課
題
は
、
①
自
然
減
の
拡
大
、
②

社
会
減
の
継
続
、
③
雇
用
の
集
中

と
高
齢
化
、
で
し
た
。
こ
れ
ら
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
で
本
町
の
目

指
す
べ
き
将
来
の
方
向
性
が
見
え

て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

方
向
性
と
し
て
、
働
く
場
所
の
創

出
に
よ
る
町
外
転
出
抑
制
や
子
育

て
世
帯
な
ど
の
移
住
・
定
住
促
進
、

結
婚
・
子
育
て
支
援
に
よ
る
出
生

率
の
向
上
な
ど
を
示
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
表
１
の
と
お
り
、２

０
４
０
年
に
５
，
０
６
０
人
、
２

０
６
０
年
に
３
，
８
２
２
人
と
い

う
将
来
人
口
を
目
指
し
ま
す
。

　

国
の
総
合
戦
略
で
は
、（
１
）地

方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創

出
す
る
、（
２
）地
方
へ
の
新
し
い

人
の
流
れ
を
つ
く
る
、（
３
）若
い

世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の

希
望
を
か
な
え
る
、（
４
）時
代
に

合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
心
な

く
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
地
域

と
地
域
を
連
携
す
る
、
と
い
う
４

つ
の
基
本
目
標
を
設
定
し
、
将
来

に
わ
た
り
活
力
あ
る
地
方
の
創
生

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
国
や
県
の
総
合
戦

略
、
八
峰
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
分

析
を
踏
ま
え
、
本
町
の
持
つ
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
、
「
八
峰
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

左
表
の
４
つ
の
施
策
に
は
そ
れ

ぞ
れ
、
重
要
業
績
評
価
指
標
（
Ｋ

Ｐ
Ｉ
）
と
呼
ば
れ
る
指
標
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
①
Ｈ
31
年
ま
で

に
新
規
雇
用
者
を
１
０
０
人
確
保
、

②
Ｈ
29
〜
31
年
の
３
カ
年
平
均
で

社
会
減
を
35
・
８
人
に
抑
え
る
、

③
Ｈ
31
年
の
出
生
数
を
40
人
に
す

る
、
④
Ｈ
31
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
「
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
る

割
合
を
67
％
に
す
る
、
と
い
っ
た

こ
と
を
目
標
に
今
後
施
策
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　平成26年11月に「まち・ひと・しごと創生法」が制定され、国において同年12月に「まち・ひと・しご
と創生長期ビジョン」及び「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が策定されました。
　八峰町においても、国及び県の総合戦略の考え方を基本として、人口減少を抑制し、将来にわたって活力
ある八峰町の創生を町民と行政が一体となって取り組むことを目的に、八峰町総合戦略策定委員会の審議及
びパブリックコメント（H27.11.9～H27.11.20）等を経て、このほど「八峰町まち・ひと・しごと創生総合
戦略」を策定しましたので紹介します。

八峰町の地方創生へ向けて
～八峰町人口ビジョン、まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定しました～

八峰町まち・ひと・しごと創生総合戦略
～課題克服に向けた具体的な施策～

●
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
●

●
総
合
戦
略
●

①仕事づくりのための産業振興
菌床しいたけ産業基盤強化事業／生薬栽培推進事
業／雇用創出活動支援事業など

②移住定住対策
定住促進用空き家改修事業／若者及び子育て世帯
支援住宅整備事業／田舎暮らし体験事業など

③少子化対策
結婚支援体制強化事業／出会いの場創出事業／子
育て世帯負担軽減事業など

④人口減少社会への対応
能代山本定住自立圏構築事業／自治会育成支援事
業／元気な高齢者による地域づくり事業など

◆国立社会保障・人口問題研究所（社人研）推計（平成25年３月） 
・自然増減：子ども女性比率等により計算
・社会増減：現状の1/2程度に収束（社会減状態が緩和すると仮定）

人口の将来展望 《目指すべき将来人口》 2040年：5,060人 2060年：3,822人
・自然増減：出生率 国の長期ビジョンと同様に2020年に1.6、
　　　　　　2030年に国民の希望出生率1.83、2040年に人口
　　　　　　置換水準2.07を達成し、以降一定
・社会増減：八峰町における直近の転入・転出数が2035年まで
　　　　　　５年ごとに1/2ずつ縮小、2040年以降は均衡
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8,220人
表１

4,180人

5,060人

2,308人

3,822人

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

宝くじ助成金事業を受けて
滝の間自治会では
コミュニティ備品を導入しました

　この度、一般財団法人自治総合センターのコミュニティ助成事業を活用して、滝の間自治会へホワ

イトボード、プロジェクター、簡易ベッド、バーベキューコンロ、ハロゲンライト、発電機などを導

入しました。地区のお祭りやイベントの開催等に活用されます。

　同事業は、宝くじの普及宣伝と地域のコミュニティ活動の活性化を目的に助成されています。

広報はっぽう　2016.1月号7
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～申告の準備はお早めに～
平成28年度　町民税・県民税の申告受付が始まります！

　平成28年２月15日（月）から申告相談を受け付けます。どの日程・会場でも申告できますが、混雑を防ぐ

ため行政区ごとに日割りをしていますので、なるべく指定された日にご来場ください。

　また、休日の相談日も２回設けますので、仕事などで平日のご来場が困難な方はご利用ください。

【申告が必要な方】

　・平成28年１月１日現在、町内に住所がある方

（平成27年中に収入が無くても、国民健康保険税の算定及び各種福祉関係の給付等に所得証明書が必要

な方は、役場税務会計課へ連絡が必要となる場合があります。）

【申告の必要が無い方】

　・税務署に所得税の確定申告をする方

　・給与収入のみで、年末調整済みの方

【申告に必要なもの】

　①申告前に郵送される町民税・県民税の申告書

　（税務署から確定申告書が郵送されている場合は、その封筒一式）

　②印鑑

　③収入・経費がわかる書類

　④給与・年金等の源泉徴収票　※コピーではなく原本

　⑤社会保険料、生命保険料や地震保険料等の控除証明書　※コピーではなく原本

　⑥医療費の支払領収書　※金額を集計して一緒にお持ちください

　⑦所得税の還付・納付の場合、通帳と通帳印

　待ち時間短縮と円滑な申告ができるよう、営業や農業・不動産の申告をする方は、必ず「収支内訳書」を

作成して経費等の領収書と一緒にお持ちください。昨年分までの申告内容等から判断し、平成２７年分の申

告が必要と思われる方には、１月中旬に申告書や収支内訳書用紙を郵送します。

　また、申告書が届かなくても、平成２７年中に一時的に収入があった方や途中で退職した方などは申告が

必要となることもあります。

■問合せ先　　八峰町税務会計課　☎76－4604

平成28年度　申告相談日程表

税務会計課からのお知らせ

月　日

 2月15日 月 岩館第２ 
ファガス 午前９時～午後３時

 2月16日 火 岩館第１・小入川    
 2月17日 水 休　　み － －
 2月18日 木 滝の間・横間 

ファガス 午前９時～午後３時
 2月19日 金 立石・茂浦    
 2月20日 土 休　　み － －
 2月21日 日 休　　み － －
 2月22日 月 中浜・椿 
 2月23日 火 椿台・浜田 

ファガス 午前９時～午後３時
    

 2月24日 水 本館・八森第３    
 2月25日 木 八森第２・八森第１    
 2月26日 金 目名潟・萩の台・蝦夷倉 峰栄館 午前９時～午後３時
 2月27日 土 休　　み － －
 2月28日 日 休　　み － －
 2月29日 月 岩子・大久保岱・大岱・大槻野
 3月1日 火 水沢･駅前    
 3月2日 水 三ツ森・カッチキ台・高野々 峰栄館 午前９時～午後３時    
 3月3日 木 田中・大土面・沼田    
 3月4日 金 畑谷・上畑谷・内坂・強坂・小手萩    
 3月5日 土 休　　み － －
 3月6日 日 町内全域　（平日の申告が困難な方） 峰栄館 午前９時～午後３時
 3月7日 月 休　　み － －
 3月8日 火 大沢・横内・仲村・塙・大信田
 3月9日 水 石川・内荒巻・稲子沢・大野・外林 

峰栄館 午前９時～午後３時
    

 3月10日 木 町内全域    
 3月11日 金 町内全域    
 3月12日 土 休　　み － －
 3月13日 日 町内全域　（平日の申告が困難な方） ファガス 午前９時～午後３時
 3月14日 月 町内全域 

ファガス 午前９時～午後３時
 3月15日 火 町内全域

曜日 会　場 受　付　時　間対　象　区　域
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連載 第59回 『八峰白神ジオパーク』の魅力

　

英
語
の
こ
と
ば
「
ネ
ス
ル
」
に
魅
せ
ら
れ
て

　

当
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
で
は
外
国
人

向
け
の
説
明
文
は
最
終
段
階
で
必
ず
、
八
峰

町
外
国
語
指
導
助
手
の
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
・
カ

ー
ト
・
マ
イ
ヤ
ー
氏
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て

完
成
し
て
い
ま
す
。
あ
る
時
「
海
と
、
隆
起

す
る
白
神
山
地
の
は
ざ
ま
に
て
」
を
英
訳
し

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
英
文
中
に
「
ネ
ス

ル
」
と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
カ

ー
ト
氏
に
こ
の
言
葉
は
ど
ん
な
様
子
を
表
し

て
い
る
の
で
す
か
と
お
聴
き
し
た
と
こ
ろ
、

カ
ー
ト
氏
は
ウ
ー
ム
と
言
い
な
が
ら
次
の
よ

う
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

小
鳥
の
親
が
巣
の
中
で
羽
根
の
下
に
ひ
よ

こ
た
ち
を
抱
え
て
い
ま
す
。
ひ
よ
こ
た
ち
は

頭
だ
け
を
出
し
て
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
辺
り

を
見
回
し
て
い
る
様
子
を
表
し
て
い
ま
す
、

と
。
つ
ま
り
、
八
峰
町
の
住
民
は
海
の
幸
、

山
の
幸
そ
し
て
平
地
か
ら
は
穀
物
や
野
菜
物

を
と
っ
て
、
心
や
す
ら
か
に
生
活
し
て
い
る

と
も
と
れ
る
言
葉
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

用
語
「
ネ
ス
ル
」
に
は
こ
の
様
子
を
表
現

し
つ
く
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
表
題

に
「…

抱
か
れ
て
」
と
表
現
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
内
容
が
ネ
ス
ル

に
は
含
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

７
つ
の
エ
リ
ア
か
ら
成
る
八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク

　

八
峰
町
は
世
界
自
然
遺
産
白
神
山
地
を
中

心
と
し
た
大
地
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
地
は
今
か
ら
９
千
万
年
前
か
ら
現
在

ま
で
延
々
と
続
い
て
き
た
大
地
の
変
化
に
よ

っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
を
７
つ

の
テ
ー
マ
を
設
け
て
ガ
イ
ド
コ
ー
ス
を
組
み

立
て
て
あ
り
ま
す
。

１
．
ゴ
マ
石
の
古
里
コ
ー
ス

　

当
ジ
オ
パ
ー
ク
で
最
も
古
い

岩
石
（
ゴ
マ
石
）
が
見
ら
れ
ま

す
。
漬
物
石
な
ど
に
も
使
わ
れ

て
お
り
、
生
活
に
密
着
し
て
い

ま
す
。
９
千
万
歳
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

２
．
白
神
山
地
を
見
守
る
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
コ
ー
ス

　

ハ
タ
ハ
タ
館
の
海
岸
に
み
ら
れ
る
自
然
造

形
の
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
。
海
底
火
山
が
活
発
で

あ
っ
た
頃
、
溶
岩
や
火
山
灰
が
積
も
っ
て
で

き
ま
し
た
。
１
千
万
年
ほ
ど
前
の
話
で
す
。

３
．
恵
み
を
も
た
ら
し
た
火
山
活
動
コ
ー
ス

　

い
っ
た
ん
収

ま
っ
た
火
山
活

動
が
再
度
活
発

に
な
り
ま
し
た
。

溶
岩
の
か
け
ら

と
火
山
灰
が
入

り
混
じ
っ
た
、

が
さ
つ
い
た
層

が
で
き
ま
し
た
。

八
森
油
田
は
こ
の
地
層
に
溜
ま
っ
た
石
油
を

く
み
上
げ
ま
し
た
。
数
百
万
年
前
に
起
こ
っ

た
火
山
か
ら
の
贈
り
物
で
す
。

４
．
美
し
い
風
景
の
立
役
者　

段
丘
地
形
コ
ー
ス

海
岸
や
河
岸
に
は
階
段
状
の
地
形
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
大
地
が
隆
起
し
た
り
海
面
が
低

下
し
た
り
し
て
出
来
た
地
形
で
す
。
数
十
万

年
〜
１
万
年
前
こ
ろ
に
で
き
ま
し
た
。

５
．
砂
あ
ら
し
に
苦
労
し
た
先
人
た
ち
コ
ー
ス

　

ポ
ン
ポ
コ
山
な
ど
の
海
岸
沿
い
に
で
き
た

小
山
は
「
砂
丘
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
海

岸
に
あ
っ
た
砂
が
風
に
飛
ば
さ
れ
て
で
き
ま

し
た
。
縄
文
時
代
〜
現
在
に
で
き
ま
し
た
。

６
．
文
化
を
も
た
ら
し
た
鉱
産
資
源
コ
ー
ス

　

発
盛
鉱
業
所
や
八
森
油
田
な
ど
の
大
規
模

な
鉱
山
の
ほ
か
に
、
小
規
模
な
金
山
、
銀
山
、

銅
鉱
山
、
鉛
鉱
山
も
稼
働
し
て
い
ま
し
た
。

特
に
小
入
川
地
域
の
操
業
の
歴
史
は
古
く
、

今
か
ら
７
０
０
年
前
こ
ろ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。７

．
地
す
べ
り
地
帯
と
ブ
ナ
天
然
林
コ
ー
ス

　

世
界
自
然
遺
産
と
な
っ
て
い
る
白
神
山
地

は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
地
す
べ
り
が
発
生
し
、

深
い
谷
が
数
多
く
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
人
々
は
簡
単
に
白
神
山
地
に
は
入
山
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
よ
う
な

場
所
に
は
人
手
の
加
わ
ら
な
い
天
然
の
ブ
ナ

林
が
で
き
ま
し
た
。
身
近
な
場
所
、
「
留

山
」
で
も
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

研
究
専
門
員　

工　

藤　

英　

美

〒
０
１
８
|

２
６
３
２

秋
田
県
山
本
郡
八
峰
町
八
森
字
三
十
釜
一
四
四̶

一 

ぶ
な
っ
こ
ラ
ン
ド
内

℡
０
１
８
５̶

７
７̶

３
０
８
６

初日の出　海と山に抱かれて

八峰町のなかまたち
峰浜ＳＷＩＮＧＳ

八峰町のなかまたち

はっぽうの元気な企業はっぽうの元気な企業株式会社　鈴木水産

クローズアップ

「ハタハタ」を全国の
人に知ってもらいたい

八峰町で活動する様々な団体・サークルなどにスポットライトを当てます

　
今
回
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
は

っ
ぽ
う
の
元
気
な
企
業
」
。

八
峰
町
内
の
元
気
な
企
業

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

「
ハ
タ
ハ
タ
を
も
っ
と
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

全
国
区
に
し
た
い
」

　

こ
う
話
す
の
は
、
株
式

会
社
鈴
木
水
産
の
代
表
取

締
役
、
鈴
木
勇
さ
ん
（
八

森
３
）
。

　

鈴
木
水
産
は
、
創
業
か

ら
ハ
タ
ハ
タ
を
メ
イ
ン
と

し
た
水
産
加
工
を
営
ん
で

い
ま
す
。
特
に
有
名
な
商

品
は
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
も
お

な
じ
み
の
「
は
た
は
た
ず
し
」
。

八
峰
町
産
の
あ
き
た
こ
ま
ち
を

混
ぜ
て
作
る
「
飯
ず
し
」
は
４

種
類
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も

「
は
た
は
た
ず
し
」
が
圧
倒
的

に
多
い
。

　

季
節
ハ
タ
ハ
タ
漁
が
最
盛
期

を
迎
え
る
11
月
〜
12
月
は
年
間

を
通
じ
て
最
も
忙
し
く
、
パ
ー

ト
な
ど
も
含
め
る
と
、
多
い
時

で
33
名
の
従
業
員
が
働
い
て
い

ま
す
。

　

こ
こ
で
働
く
奈
良
美
由
貴
さ

ん
（
椿
）
は
、
４
年
前
か
ら
勤

め
て
お
り
、
主
に
「
は
た
は
た

ず
し
」
製
造
過
程
の
塩
漬
け
や

酢
漬
け
な
ど
下
処
理
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
奈
良
さ
ん
は
「
自

分
が
携
わ
っ
た
商
品
が
市
場
に

出
回
り
、
リ
ピ
ー
ト
の
注
文
が

入
っ
た
と
き
は
嬉
し
く
て
励
み

に
な
る
」
と
や
り
が
い
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
鈴
木
さ
ん
に
仕
事
に

対
す
る
思
い
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
鈴
木
水
産
は
自
分
で
三
代
目

に
な
る
が
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

は
た
は
た
ず
し
が
大
好
き
で
、

こ
の
文
化
を
絶
や
し
た
く
な
い
。

ハ
タ
ハ
タ
を
知
ら
な
い
県
外
の

人
に
食
べ
て
も
ら
う
と
お
い
し

い
と
言
っ
て
く
れ
る
の
で
、
全

国
の
方
に
ハ
タ
ハ
タ
を
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
が
ん
ば
り
た

い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

株式会社　鈴木水産

（八森字磯村72－3）
TEL 0185－77－2217

・主な商品／はたはたず
し、はたはたオイル漬
けなど

・主な仕事内容／ハタハ
タ等の加工、梱包、発
送、注文受付など

　峰浜ＳＷＩＮＧＳは、主に峰浜に縁のある20～40歳代の野球好き
26名が所属する軟式野球チームです。前身は峰浜体協というチームで、
町村合併があった平成18年に現在のチーム名になっています。
　チームは、礼儀がある中でも先輩後輩の上下関係なく、わきあいあ
いと楽しく野球をするというスタイルです。近年は全県大会で準優勝
するなど力をつけており、来シーズンも全県で勝ち、八峰町の名を全
県に広めることができるようがんばりたいと意気込んでいました。

ハタハタに熱い情熱を傾ける鈴木勇さん

Vol.1

い
い

Vol.1

シリーズ

住所　八峰町八森字中浜23ー5
電話　77ー3418

山ちゃん
焼鳥 １本80円～120円   1,000円以上で配達します!

午後３時までのご予約で、当日配達も可能です

八森地区に限り　午後６：00まで配達!

焼鳥
焼肉

TEL0185ー76ー2041
営業時間　7：30～19：00　　　不定休

フルーツロールフルーツロールフルーツロール 苺のシュークリーム
土日限定

（おらほの館にて販売）

おみやげに当店のお菓子はいかがですか
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１
月
１
日
、
田
中
公
民
館
に
お
い
て
、

毎
年
恒
例
の
田
中
綱
引
き
大
会
が
開
催
さ

れ
、
約
60
人
の
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
田
中
地
区
住
民
の
交
流

や
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開

催
さ
れ
、
今
年
で
36
回
を
数
え
ま
す
。

　

開
会
式
で
は
木
藤
精
輝
体
育
部
長
と
木

藤
直
自
治
会
長
、
町
長
が
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
続
い
て
年
男
・
年
女
に
よ
る
１
回
目

の
餅
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
の

綱
引
き
で
は
住
民
が
３
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
勝
負
し
、
息
を
合
わ
せ
て
一
生
懸
命
引

っ
張
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
２
回
目

の
餅
つ
き
が
行
わ
れ
、
み
ん
な
で
つ
い
た

餅
を
お
い
し
そ
う
に
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
13
日
、
峰
栄
館
に
お
い
て
、
八
峰

町
歴
史
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
約
25
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
秋
田
さ
き
が
け
新
聞
に

「
あ
き
た
風
土
民
俗
考
」
を
連
載
し
て
い

る
、
秋
田
県
民
俗
学
会
副
会
長
の
齊
藤
壽

胤
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

演
題
は
「
石
神
祭
祀
考　

生
る
石
の
話

か
ら
地
域
民
俗
学
へ
」
で
し
た
。
齊
藤
さ

ん
は
、
「
よ
く
石
が
神
社
な
ど
に
祭
ら
れ

て
い
る
と
思
う
が
、
石
は
寿
命
が
尽
き
る

こ
と
が
な
く
、
神
秘
的
な
霊
力
が
あ
る
と

信
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
石
に
生

命
力
が
あ
る
と
い
う
観
念
が
、
全
国
各
地

に
あ
る
「
石
が
成
長
す
る
」
と
い
う
話
に

つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
17
日
、
水
沢
小
学
校
に
お
い
て
、

租
税
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

租
税
教
室
は
開
催
要
望
の
あ
っ
た
小
中

学
校
へ
町
職
員
が
出
向
き
、
税
金
が
ど
の

よ
う
に
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
使
わ
れ

て
い
る
の
か
を
小
中
学
生
に
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
水
沢
小
６
年
生
が
ア
ニ
メ

や
ス
ラ
イ
ド
を
通
し
て
税
金
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
町
役
場
や
ポ
ン
ポ
コ
山
パ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
も
税
金
が
使
わ
れ

て
い
る
な
ど
の
説
明
が
終
わ
る
と
、
児
童

か
ら
は
「
税
金
は
本
当
に
必
要
な
の
か
と

思
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
今
回
勉
強
し

て
必
要
だ
と
分
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
が

出
る
な
ど
、
税
金
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
た
様
子
で
し
た
。

　

民俗学伝承の大切さについても語ってくれました

１億円の実際の重さを体感し、驚きの声をあげていました

　

12
月
５
、
６
日
、
東
京
都
の
築
地
本
願

寺
前
広
場
で
、
「
第
５
回
秋
田
・
鳥
取
う

ま
い
ぞ
！
ハ
タ
ハ
タ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

ハ
タ
ハ
タ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
首
都

圏
で
の
ハ
タ
ハ
タ
の
知
名
度
向
上
を
目
的

に
、
産
地
で
あ
る
秋
田
県
と
鳥
取
県
の
主

催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
中
で
は
、
「
Ｈ
Ａ

Ｔ
Ａ‐

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
と
い
う
、
ハ
タ

ハ
タ
料
理
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
さ
れ
、
町
ス
タ
ッ
フ
と
八
峰

町
関
東
ふ
る
さ
と
会
メ
ン
バ
ー
が
力
を
合

わ
せ
、
見
事
、
「
本
場
ハ
タ
ハ
タ
入
り
し

ょ
っ
つ
る
鍋
」
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　

２
日
間
で
用
意
し
た
７
７
０
杯
を
完
売

し
、
秋
田
の
ハ
タ
ハ
タ
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

　

12
月
18
日
、
フ
ァ
ガ
ス
で
八
峰
町
こ
と

ぶ
き
大
学
の
芸
能
発
表
会
が
行
わ
れ
、
３

０
６
人
の
大
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

八
峰
町
誕
生
10
周
年
を
記
念
す
る
今
回

は
、
全
国
的
な
活
躍
を
し
て
い
る
由
利
高

校
民
謡
部
の
皆
さ
ん
を
招
い
て
、
民
謡
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
の

踊
り
も
一
糸
乱
れ
ぬ
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
も

の
で
、
大
学
生
は
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
部
員
た
ち
の
礼
儀
正
し
い
行
動
も
参

加
者
へ
た
く
さ
ん
の
感
動
を
与
え
て
い
ま

し
た
。

　

午
後
の
芸
能
発
表
で
は
趣
向
を
凝
ら
し

た
演
目
の
数
々
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
出

演
者
と
観
客
と
が
一
体
と
な
っ
て
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

12
月
７
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
松

波
苑
と
海
光
苑
で
「
高
橋
孝
二
郎
一
座
シ

ョ
ー
」
が
行
わ
れ
、
利
用
者
ら
は
民
謡
や

三
味
線
、
尺
八
の
音
色
と
踊
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ョ
ー
は
、
越
中
秀
雄
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
（
カ
ッ
チ
キ
台
）
に
よ
る
も
の
で
、

利
用
者
に
本
物
の
民
謡
を
聴
い
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
毎
年
こ
の
時
期

に
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
10
回
目
と
な

り
ま
す
。

　

海
光
苑
で
は
、
６
人
の
演
者
に
よ
る
懐

か
し
い
民
謡
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

越
中
秀
雄
さ
ん
も
「
あ
れ
か
ら
40
年
」
を

歌
い
上
げ
ま
し
た
。
利
用
者
の
中
に
は
歌

を
口
ず
さ
ん
だ
り
、
知
っ
て
い
る
歌
に
合

わ
せ
て
踊
っ
た
り
す
る
姿
も
見
ら
れ
、
と

て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

グランプリ獲得に笑顔を見せるスタッフとふるさと会メンバー

素晴らしい踊りを披露する由利高校民謡部の皆さん

子どもからお年寄までみんなで楽しみました

力強い歌声と尺八の音色に聴き入りました

八
峰
町
の
ハ
タ
ハ
タ
を
Ｐ
Ｒ

築
地
本
願
寺
で
ハ
タ
フ
ェ
ス
開
催

こ
と
ぶ
き
大
学
芸
能
発
表
会
と

　

由
利
高
校
民
謡
鑑
賞
会
を
開
催

高
橋
孝
二
郎
一
座
シ
ョ
ー

利
用
者
に
歌
と
踊
り
で
元
気
を
お
届
け

税
金
の
大
切
さ
を
勉
強

水
沢
小
学
校
で
租
税
教
室
開
催

新
春
恒
例
行
事「
田
中
綱
引
き
大
会
」

　
　
　

地
区
住
民
が
親
睦
を
深
め
る

民
俗
学
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た

八
峰
町
歴
史
講
演
会

じ
ゅ

い
ん

い
し
が
み
さ
い

し

こ
う

お
が

旅立つ方へ、送り飾り旅立つ方へ、送り飾り

「感謝の想い」と
「心くばり」をお伝えします

商品券とセットとなります。
お届け先の方が、自由に商品と
引き換えられますので大好評です。

お供え・ご葬儀用フラワースタンド

各プラン　21,600円
鮨待夢の商品券付きホームタンク交換・ストーブ修理

無料点検承ります!!

石油・電気暖房機（石油機器技術管理士　　　　第1994351498号）
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としょしつだより

小説・一般・実用書など
　　　　　タイトル

スーツケースの半分は
近藤史恵／著

朝が来る
辻村深月／著

峠しぐれ
葉室麟／著

生きもの語り
人間が知らない田んぼの世界
宇根豊／著

ママ、いのちをありがとう。
心温まる奇跡の物語２５
池川明／著

屋根ひとつお茶一杯
魂を満たす小さな暮らし方
ドミニック・ローホー／著

大村智
２億人を病魔から守った化学者
馬場錬成／著

真田幸村と
真田一族のすべて決定版
小林計一郎／編
心を変えれば健康になれる！
アドラー心理学で病気も
良くなる
江部康二／著
認知症はなっても○、防げば◎
老いても成長し続ける脳の
作り方がわかった！　　　　　　
熊谷頼佳／著

　峰栄館とファガスの図
書ボランティアに数名の
方からご応募をいただき
ました。
　ボランティアの皆さん
からは、館内の飾り付け
や本のお手入れなど定期
的にご協力いただくこと
になりました。
　ボランティアの皆さん
とともに楽しい図書室運
営をめざしていきます。

ファガス図書室、峰栄館図書室は資料整理（蔵書点検）のため下
記の通り休館します。

■休館日：平成28年２月１日（月）～５日（金）

期間中、「図書室への入室」、「本の貸し出し」はお受けできません。
「本の返却」は可能です。
大変ご不便をおかけしますがよろしくお願いいたします。

"選書ツアー" で選んだ本の紹介

図書ボランティアが活動しています 休館のお知らせ

本を保護する「ブックコートフィルム」をかける作業

本の内容
相棒は青いスーツケースただ一つ。今日も
残りの半分に、温かいドラマが詰まってゆ
く―人生は、一人旅。明日はどこへ行こう
？心がふわっと軽くなる、幸せつなぐ物語。
「子どもを、返してほしいんです」親子三人
で穏やかに暮らす栗原家に、かかってきた
一本の電話。電話口の女が口にした「片倉
ひかり」は、息子の産みの母の名だった…。
岡野藩領内で隣国との境にある峠の、半平と
志乃が営む茶店。ある年、半平と志乃を討つ
ため隣国の結城藩から侍がきた。過去に何
があったのか。話は十五年前の夏に遡る。
虫や草が話すことができたら…様々な生き
ものが教えてくれる「田んぼ」の世界。自然
を維持するため人間が果たすべき役割もわ
かる。
生まれた子、生まれなかった子、空に還った
子、戻ってきた子…「胎内記憶」研究の産科
医が出会った、さまざまな命のかたち。ベ
ストセラーシリーズ。
フランス・ヨーロッパ各国でベストセラー。
「シンプルな生き方」を提案し、世界中に信
奉者をもつ著者が、自ら実践する人生のサ
イズダウンがもたらす充足感について初め
て語る。
微生物が産生する有用な化学物質の発見者
であり、ノーベル賞に最も近い研究者の一
人。夜間高校の教諭から始まる数奇な人生
を描く。
2016年大河ドラマの主人公!!真田信繁（幸
村）について一番詳しい本。伝説的名著に
大幅な加筆・修正を加えた究極の一冊。
病気を治すのは、あなた自身の心の持ち方
です。漢方、心理療法、断食療法などを実践
し、糖質制限食ブームを巻き起こしたカリ
スマ医師が、今いちばん伝えたいこと―。
五感を刺激しボケを撃退！今すぐに役立つ
熊谷式メソッド。脳だけ鍛えても意味がな
い！ありのままでは進行するだけ！専門医
が勧める認知症ケアの決定版!

小説・一般・実用書など
　　　　　タイトル
紙で作る立体の花
紙の花を使ったオシャレな
小物も多数掲載

いちばんよくわかる
ちりめん細工
つるし飾りの基礎
小さな飾りから大きな飾りまで
ちりめんで作る
はじめてのつるし飾り
モチーフ30種の作り方
写真解説つき

えほん・児童書
　　　　　タイトル

かがみの国のアリス　新訳
ルイス・キャロル／作

ただいま魔法旅行中。
なんでも魔女商会２
あんびるやすこ／著

放課後だけの魔法使い！
放課後のプレアデス　１
すばるとなぞの少年
ＧＡＩＮＡＸ／原作
まんがで読む
四谷怪談・雨月物語
学研まんが日本の古典

まんがで読む
竹取物語・宇治拾遺物語
学研まんが日本の古典

まんがで読む
徒然草・おくのほそ道
学研まんが日本の古典
アンパンマンと
げんきにあいさつ
やなせたかし／原作
やぎのしずかの
しんみりしたいちにち
田島征三／作

せいかつこどもずかん衣食住
幼児～低学年

本の内容
花びらの形に紙を切って作る、立体の花を
紹介。作った花をコサージュやブローチ、ラ
ッピングのアクセントなどに使うアイデア
も掲載。

やさしいお細工もの20点を詳しい写真の
作り方で紹介。

伝統的なつるし飾りのモチーフ30種の作
り方をすべて写真解説つきで紹介。かんた
んなミニ飾りから輪さげまで、初心者でも
安心の一冊。

本の内容
ずんぐり坊やのおかしな双子、いばった卵
人間ハンプティ・ダンプティ。かがみの国は
もっとヘンテコ！78の絵と新訳で名作を
どうぞ。　小学中級から。
別荘にコットンたちといっしょにいくこと
になったナナ。ワクワクして、魔法旅行シー
トにのって出発しますが、ついたところは、
魔法旅行支店。いったいどうしたのでしょ
うか？
中学１年生のすばるが出会った不思議な女
の子４人と１匹の宇宙人。宇宙人を助ける
ため、放課後の冒険が今、はじまる！

江戸時代後期に書かれた「四谷怪談」「雨月
物語」をまんが化。昔も今も大人気！江戸時
代の怪談と不思議な話！
かぐや姫が出した難題、苦戦する五人の貴
公子、帝の求婚…教科書にのっていない話
もすべて掲載、全文まんが化！宇治拾遺物
語の笑い話や不思議な話５話を収録！
世間をはなれた知識人兼好法師と、旅に生
きた松尾芭蕉。教科書にのっている定番２
作品。５分で１話！短編ですらすら読める!
「おはよう」から「おやすみなさい」までの１
日の生活を、アンパンマンと一緒に楽しも
う。針の動く時計付き。
悲しさや、美しさがむねにしみて、しんみり
してしまったしずか。はげましてくれたの
は、いつもの友だちと、やさしい風だった。
衣・食・住あらゆる生活に関するしくみやき
まり、マナーや仕方を、１日のせいかつ、１年
のせいかつに分けて構成した、くらし図鑑。

　昨年11月に実施し
た選書ツアーで、参加
者の皆さんが選んで
くださった本を紹介
します。
　これらの本は図書
室で借りることがで
きます。

は
っ
ぽ
う

生
涯
学
習
だ
よ
り

は
っ
ぽ
う
編　　集

八峰町教育委員会
生涯学習課

山本郡八峰町八森字
中浜196－1

TEL 0185-77-3700
FAX 0185-74-5290

第117号

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、昨
年
は
、小
・
中
学
校
の
統
合
に
向
け
て

大
き
く
前
進
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
今
年
四
月

の
峰
浜
小
学
校
、八
峰
中
学
校
の
開
校
に
向
け
て

さ
ら
に
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

八
峰
町
教
育
委
員
会
で
は
生
き
生
き
と
未
来
に

輝
く
人
づ
く
り
を
基
本
に
、生
き
る
力
や
、ふ
る
さ

と
を
愛
す
る
心
を
育
み
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
生
涯
を
通
じ
て
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
生

涯
学
習
社
会
を
め
ざ
し
た
人
づ
く
り
、地
域
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。幼

児
教
育
に
お
い
て
は
、昔
な
ら
大
家
族
の
中

で
暮
ら
し
、地
域
の
大
人
に
育
て
ら
れ
、野
山
を
走

り
回
っ
て
遊
び
、幼
い
妹
や
弟
の
世
話
を
さ
せ
る

な
ど
、子
ど
も
に
も
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と

い
う
生
活
の
中
で
自
然
と
育
ま
れ
た
大
事
な
こ
と

が
、現
在
の
生
活
で
は
得
ら
れ
な
い
た
め
、幼
児
教

育
と
し
て
意
識
的
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
、大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
人
格
形
成
に
最
も

重
要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、町
は
義
務
教
育
以

前
の
教
育
に
つ
い
て
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、ふ
る
さ
と
愛
を
基
盤

と
し
て
、自
ら
学
び
考
え
る
力
を
育
み
、｢
確
か
な

学
力
」｢

豊
か
な
心｣｢

健
康
な
体｣

の
調
和
の
と
れ

た
、た
く
ま
し
い
児
童
生
徒
の
育
成
を
図
り
、今
年

も
実
施
す
る
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
を
は
じ

め
、各
種
調
査
の
結
果
を
よ
く
分
析
し
、授
業
改
善

や
基
礎
基
本
の
徹
底
、家
庭
と
の
連
携
、子
供
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
を
育
て
る
き
め
細
や

か
な
指
導
を
実
践
し
、さ
ら
に
は
、学
校
、家
庭
、地

域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
教
育
活
動
に
参
加
し
、

支
援
や
協
力
を
行
い
、学
校
運
営
や
子
供
た
ち
の

健
全
育
成
に
取
り
組
む
学
校
運
営
協
議
会
い
わ
ゆ

る
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み
も
計

画
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

八
峰
町
で
は
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、

心
身
共
に
お
元
気
な
高
齢
者
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ

ま
す
。
生
涯
現
役
で
あ
る
と
い
う
想
い
が
生
涯
を

元
気
で
過
ご
す
秘
訣
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

い
わ
ゆ
る
社
会
貢
献
、生
き
が
い
を
見
い
だ
せ
る

よ
う
な
学
習
の
機
会
を
増
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。　
　

ま
た
、町
民
の
皆
様
の
健
康
・
体
力
の
増
進
を
め

ざ
し
て
、
今
年
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
は
じ
め
、

｢

誰
も
が
、い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、い
つ
ま
で
も｣

手
軽
に
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
し
っ
か

り
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、今
年
も
ふ
る
さ
と
愛
に
根

ざ
し
た
各
種
施
策
を
引
き
続
き
積
極
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
支
援
と
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
愛
を
育
む
教
育
を

ふ
る
さ
と
愛
を
育
む
教
育
を

　
　
　
　
　
　
　

八
峰
町
教
育
委
員
会
教
育
長

千
　
葉
　
良
　
一
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「
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
」心
の
健
康
項
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　結
果
の
お
知
ら
せ
（
速
報
）

人
の
割
合
は
、
女
性
30
・
４
％
に
対
し
て
男

性
で
は
17
・
２
％
と
低
い
の
が
特
徴
で
す
。

③
社
会
参
加
の
状
況
に
つ
い
て

　

学
校
に
行
く
、
職
場
に
行
く
、
地
域
・

自
治
会
の
行
事
に
参
加
す
る
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
す
る
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を

す
る
な
ど
の
社
会
参
加
を
し
て
お
ら
ず
、

家
族
以
外
と
の
親
密
な
対
人
関
係
が
な
い

状
態
が
長
く
続
い
て
い
る
こ
と
が
「
あ

る
」
は
４
８
３
人
（
10
・
９
％
）
と
平
成

24
年
の
調
査
よ
り
３
０
０
人
（
６
％
）
減

　

八
峰
町
で
は
、
平
成
20
年
度
に
健
康
増

進
計
画
「
健
康
は
っ
ぽ
う
21
」
を
策
定
し
、

す
べ
て
の
人
々
が
心
身
と
も
に
健
康
で
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て
、
健

康
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
は
、

町
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
現
状
お
よ
び

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
実
施
効
果
に
つ

い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
27
年
９
月
に
、
秋
田
大
学
お
よ
び
広
島

大
学
の
協
力
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
８
月
１
日
現
在
、
15
歳
以
上

85
歳
未
満
の
全
て
の
町
民
（
中
学
生
お
よ

び
病
院
や
施
設
に
入
所
中
、
外
国
人
研
修

生
の
方
を
除
く
）
６
４
０
９
人
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
、
５
５
６
９
人

（
回
収
率
86
・
９
％
）
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。
調
査
の
実
施
に
あ
た
り
、
多
く
の

皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
白
紙
回
答
な
ど
を
除
く
５
１

２
８
人
の
う
ち
、
心
の
ス
ト
レ
ス
度
が
判

定
で
き
た
４
４
４
７
人
に
つ
い
て
、
心
の

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
項
目
の
集
計
を
広

島
大
学
の
藤
田
先
生
に
ま
と
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ

少
し
て
い
ま
す
（
結
果
３
）。

　

性
別
・
年
代
別
に
み
る
と
、
男
女
と
も

60
歳
代
以
上
で
は
年
代
が
あ
が
る
ほ
ど
社

会
参
加
を
し
て
い
な
い
人
の
割
合
が
高
く

な
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
働
き

盛
り
世
代
で
は
、
女
性
よ
り
も
男
性
の
方

が
社
会
参
加
を
し
て
い
な
い
人
の
割
合
が

高
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
社
会

参
加
を
し
て
い
な
い
期
間
は
、
10
年
以
上

が
１
０
７
人
（
22
・
２
％
）
と
最
も
多
く
、

長
期
化
し
て
い
る
こ
と
が
課
題
で
す
。
ま

た
、
今
回
の
調
査
で
は
10
歳
代
の
男
性

２
・
２
％
、
女
性
３
・
８
％
が
社
会
参
加

の
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
（
結
果
４
）。
こ
ち
ら
も
前
回

の
調
査
よ
り
大
き
く
減
少
し
て
お
り
ま

す
が
、
引
き
続
き
若
年
者
の
「
ひ
き
こ

も
り
」
の
解
消
、
長
期
化
の
予
防
の
取

り
組
み
が
重
要
で
す
。

④
八
峰
町
に
お
け
る
心
の
健
康
づ
く
り

　

今
回
の
調
査
で
は
、
平
成
24
年
に
実
施

し
ま
し
た
「
こ
こ
ろ
の
健
康
と
社
会
参
加

に
関
す
る
調
査
」
と
比
較
し
て
、
心
と
ス

ト
レ
ス
の
強
い
人
の
割
合
に
低
下
が
み
ら

れ
、
社
会
参
加
を
し
て
い
な
い
人
の
割
合

し
ま
す
。

①
心
の
健
康
・
ス
ト
レ
ス
状
況

　

本
調
査
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
と
同

様
に
、
国
の
調
査
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る

Ｋ
６
質
問
票
（
表
１
）
に
よ
っ
て
、
心
の

ス
ト
レ
ス
度
を
測
定
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
心
の
ス
ト
レ
ス
が
や
や
強
い
（
中
等

度
）
と
判
定
さ
れ
た
人
は
７
・
５
％
、
非

常
に
強
い
（
重
度
）
は
４
・
５
％
で
し
た

（
結
果
１
）
。
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
場
合
、

抑
う
つ
状
態
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
心
の
ス
ト
レ
ス
が
強
い
人
の
割
合
は
、

平
成
24
年
の
調
査
と
比
べ
て
低
下
が
み
ら

れ
ま
す
（
平
成
24
年
調
査　

や
や
強
い

10
・
５
％
、
非
常
に
強
い
５
・
５
％
）
。

　

性
別
・
年
代
別
で
は
、
男
女
と
も
若
い

年
代
で
心
の
ス
ト
レ
ス
が
強
い
人
の
割
合

が
高
い
の
が
特
徴
で
す
。
男
性
で
は
20
歳

代
、
女
性
で
は
10
歳
代
が
強
い
心
の
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
ま
た
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
男
女

と
も
重
度
者
数
は
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま

す
が
、
女
性
に
つ
い
て
は
60
歳
代
か
ら
心

の
ス
ト
レ
ス
が
強
い
方
の
割
合
が
高
く
な

る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
結
果
か
ら
、
若
年
者
か
ら
50
歳
代

の
取
り
組
み
が
重
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
も

は
大
き
な
減
少
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
誰
も
が
心
理
的
に
孤
立
す
る
こ
と

な
く
、
何
か
困
っ
た
り
悩
み
を
抱
え
た
時

に
必
要
か
つ
適
切
な
支
援
を
得
ら
れ
る
よ

う
な
、
よ
り
良
い
つ
な
が
り
を
持
っ
た
地

域
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。（
広
島
大
学　

藤
田
幸
司
）

　

こ
の
調
査
の
結
果
を
受
け
、
町
で
は
調

査
に
記
名
で
回
答
い
た
だ
い
た
方
に
対
し

て
、
既
に
心
の
ス
ト
レ
ス
度
な
ど
の
結
果

を
郵
送
に
て
お
返
し
し
て
お
り
ま
す
。
結

果
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

何
か
気
に
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

是
非
保
健
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
八
峰
町
の
健
康
づ
く
り
・
自
殺

予
防
事
業
に
対
し
ま
し
て
沢
山
の
ご
意
見
、

ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
貴
重
な
調

査
結
果
を
詳
細
に
分
析
・
検
討
し
て
皆
様

に
お
伝
え
し
て
い
く
と
と
も
に
、
今
後
の

八
峰
町
に
お
け
る
心
の
健
康
づ
く
り
事
業

に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　

八
峰
町
福
祉
保
健
課　

健
康
推
進
係

　

☎
７
６‐

４
６
０
８

ち
ろ
ん
、
80
歳
代
以
降
の
高
齢
者
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
も
引
き
続
き
重
要
な
課

題
で
す
。
心
の
ス
ト
レ
ス
度
が
高
い
場
合

に
は
、「
抑
う
つ
状
態
」
や
「
う
つ
病
」

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
心
の
ス
ト

レ
ス
度
を
再
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
で
し
た
ら
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
精
神
的
不
調
と
対
処
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
に
、
精
神
的
な
（
心
の
）
不

調
を
感
じ
た
こ
と
が
「
あ
る
」
は
８
７
２

人
（
19
・
６
％
）
で
し
た
。
ま
た
、
精
神

的
な
不
調
に
つ
い
て
「
特
に
何
も
し
て
い

な
い
」
と
回
答
し
た
人
が
男
性
51
％
、
女

性
39
・
９
％
と
い
う
結
果
で
し
た
（
結
果

２
）。
ま
た
、「
身
近
な
人
に
相
談
し
た
」

町
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

心
の
健
康
づ
く
り
項
目
の
ま
と
め

　 46.6 ％

男　性
女　性

52.3 ％

年齢階級性　別

18.5 ％

17.0 ％

6.4 ％

10歳代

30歳代

50歳代
60歳代

70歳代

80歳代
5.0 ％

9.2 ％

25.1 ％

分析対象者の性別と年齢 （4,447人）

20歳代

40歳代
13.2 ％

3.9 ％

無回答
1.7 ％

無回答
1.1 ％

70.9％
17.1％

7.5％

4.5％

0 10 20 30
中等度（9～12点）重度（13～24点）

80歳代(181人)
70歳代(402人)
60歳代(571人)
50歳代(429人)
40歳代(319人)
30歳代(204人)
20歳代(105人)
10歳代(  7人)

80歳代(  98人)
70歳代(345人)
60歳代(539人)
50歳代(385人)
40歳代(264人)
30歳代(203人)
20歳代(115人)
10歳代(  91人)

1.1
4.4

6.1
3.6
2.2
2.6
2.0

6.4
6.2

4.8
5.8
10.2

【
男
性
】

【
女
性
】

(%)

結果１　心のストレス度

(4,447人)

9.6 14.8
9.4 7.9

10.1 7.6

5.6
4.9
2.6
3.2
6.1

8.8
11.2

5.8
7.2

6.1

9.5 12.4
8.3 9.3

あなたの心のストレス度をチェックしてみましょう！！ （K6質問票日本語版）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いつも　たいてい　ときどき　少しだけ　全くない
①神経過敏に感じましたか　　　　　　　　　４　　　３　　　　２　　　　１　　　　０　　
②絶望的だと感じましたか　　　　　　　　　４　　　３　　　　２　　　　１　　　　０　
③そわそわ落ち着かなく感じましたか　　　　４　　　３　　　　２　　　　１　　　　０　
④気分が沈み込んで、何が起こっても　　　　４　　　３　　　　２　　　　１　　　　０　
　気が晴れないように感じましたか
⑤何をするのも骨折りだと感じましたか　　　４　　　３　　　　２　　　　１　　　　０　
⑥自分は価値のない人間だと感じましたか　　４　　　３　　　　２　　　　１　　　　０　

過去30日の間にどれくらいの頻度で次のことがありましたか
（6項目全ての点数を加算し、総合点とします）

●重　度（13～24点）・・・ストレスがとても強いようです。体調は悪くないですか？
                                         　医師や保健師に相談することを勧めます。
●中等度（  9～12点）・・・ストレスが強いようです。心や体は休めていますか？
                                         　悩みがあれば相談してみてはどうでしょうか。
●軽　度（  5～  8点）・・・心のストレスがあるようです。原因を解消したり、
                                         　ゆっくりと休んではどうでしょうか。
●正　常（  0～  4点）・・・心のストレスは心配なさそうです。

2.8％
ある

ない
86.3％

無回答
10.9％

社会参加をしておらず、家族以外との親密な対人
関係がない状態が長く続いていることはありますか

そのような状態はどれくらいの期間続いていますか？
（あると答えた483人のみ）

0 5 10 15 20 25
不明・無回答

その他
10年以上

5年以上10年未満
3年以上5年未満
1年以上3年未満

6ヶ月以上1年未満
3ヶ月以上6ヶ月未満
1ヶ月以上3ヶ月未満

1ヶ月以内 18.2

11.4

7.2

8.5

8.5

6.2

10.6

22.2
2.7

4.5

結果3　社会参加の状況

(%)

0 10 20 30
全  体(2221人)
80歳代(170人)
70歳代(377人)
60歳代(551人)
50歳代(422人)
40歳代(317人)
30歳代(202人)
20歳代(104人)
10歳代(  78人)

全  体(1988人)
80歳代(  91人)
70歳代(324人)
60歳代(530人)
50歳代(377人)
40歳代(260人)
30歳代(201人)
20歳代(114人)
10歳代(  91人)

社会参加をしておらず、家族以外との親密な対人関係がない状態が長く続いている
と答えた人の割合（実数）

2.2 （2）

10.4
8.2
10.9

17.0
20.9

（27）
（31）

（58）
（55）

（19）

【
男
性
】

【
女
性
】

(%)

6.1 （7）
8.5 （17）

3.8

5.0
5.7
11.3

20.2
27.6

9.6
5.4

10.9

11.2

（216）

（3）

（16）
（24）

（62）
（76）

（47）

（10）
（11）

（249）

［性別および年齢が不明な人を除く］

1.8％
ある

ない
78.6％

無回答
19.6％

これまでに、精神的な（心の）不調を
感じたことはありますか 精神的な（心の）不調について何らかの対処を

しましたか？　（あると答えた人のみ複数回答）

0 10 20 30 40 50
特に何もしていない

その他
医療機関を受診した
身近な人に相談した
専門家に相談した

特に何もしていない
その他

医療機関を受診した
身近な人に相談した
専門家に相談した 10.7

17.2

28.6

5.5

30.4

28.0

39.9

3.6

6.2

51.0

［男性（308人）］

［女性（546人）］

(%)

結果2　精神的不調の有無と対処

結果4　性・年齢別にみた社会参加の状況

表１　K６質問票
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農事講演会が開催されます
～ＴＰＰと秋田県農業の方向～

　12月14日、金谷信榮さん

から八峰町の図書購入に役

立ててほしいと寄附金100

万円をいただきました。あ

りがとうございます。

　更なる図書室の充実に努

めていきます。

　６回目となる今回は、講師に秋田県立大学名誉教授農
学博士の佐藤了氏（ＴＰＰ農業対策県民会議座長）をお
招きします。
　入場は無料ですので、ぜひご来場ください。
■日　　時　　２月７日（日）開会：午後１：３０
■会　　場　　峰栄館　多目的ホール
■講演テーマ　　ＴＰＰと秋田県農業の方向～家族農業の生
　　　　　　　　き残り戦略から地域の元気をつくる
■問合せ先　　八峰町農業委員会　☎76－4611

金谷信榮さん（八森１）から
　　　寄附をいただきました

■12月14日入札分
○統合小学校　図書コンピューター室用テーブル等
契約金額　1,510,920円（落札率75.89％）
請負業者　㈱塚清
○平成27年松くい虫防除対策事業（国庫）
契約金額　4,212,000円（落札率81.58％）
請負業者　㈲富岳工務所
○27災37号　普通河川石川川河川災害復旧工事
契約金額　10,530,000円（落札率97.89％）
請負業者　西村土建㈱　八峰営業所

○統合中学校　ランチルーム椅子等
契約金額　1,586,520円（落札率75.32％）
請負業者　㈱ナカガワ
○27災36号　普通河川夏井沢川河川災害復旧工事
契約金額　7,311,600円（落札率97.97％）
請負業者　㈱嶋田建設
○平成27年7月24日～25日発生豪雨災害　岩子用水路災害復旧工事
契約金額　9,828,000円（落札率97.95％）
請負業者　伊藤栄建設㈱

町で行った入札において、予定価格が130万円以上
のものについて、お知らせします。入札結果をお知らせします　！！入札結果をお知らせします　！！入札結果をお知らせします　！！町で行った入札において、予定価格が130万円以上
のものについて、お知らせします。

社会保障・税番号制度　マイナンバー制度　について

■問合せ先　　八峰町総務課　☎76－4601
　　　　　　　マイナンバーコールセンター　☎0120－95－0178

　平成28年１月から役場では、社会保障や税の手続きでマイナンバーの記入と提示が必要になりました

○社会保障では、国民健康保険・後期高齢者医療・介護保険・児童手当・福祉など
○税では、報酬・報償費・賃金等をお支払する場合
　※役場窓口においでの際は通知カード等個人番号の確認できるものをご持参ください。
　※詳しくは、各担当職員におたずねください。

　住基カードをお持ちの皆さんへ

現在お持ちの住基カードについては、券面に記載されている有効期限まで使用可能です。
ただし、個人番号カードを申請された方は、個人番号カード交付の際に住基カードは回収します。
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さきがけ峰浜さきがけ峰浜 富山新聞店富山新聞店
ご連絡は…☎76－3894・FAX76－3897

県内で一番読まれている新聞です
一週間お試し（無料）をどうぞ。 ほうれん草

今月の　　情報

本年もどうぞよろしく
お願い申し上げます。
本年もどうぞよろしく
お願い申し上げます。

謹 賀 新 年謹 賀 新 年謹 賀 新 年
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温泉さいっぺはいって
　　え～ものもらうどー！
温泉さいっぺはいって
　　え～ものもらうどー！
温泉さいっぺはいって
　　え～ものもらうどー！

豪華賞品を用意しております。豪華賞品を用意しております。 2食付ペア宿泊券
50回入浴回数券
30回入浴回数券
20回入浴回数券

＊何が？当たるで賞！！（中身はお楽しみ）
当選発表：4月2日～4月25日　館内に提示　詳しくは当館にて！

70本
昨年より
増大

2月18日（木）
お昼12時30分開演
（税込）
（鑑賞料、お食事、入浴）

１月26日（火）

冬期営業時間　 朝9時～夜9時　1/6～3/11

１月の“風呂の日”は、
27日（水）です。お一人様250円！

タオルなし  通常1,050円を950円
タオルセット  通常1,150円を1,050円
平日はさらに、名水「白神山水」500ml 1本プレゼント！

1/11～2/29まで

好評
販売中!

ご遺体の搬送から、お葬式まで

能代市字臥竜山39-27 総合
案内

「ファミリアＡ・Ｂ棟」は
ワンフロアの年配者にも
やさしい設計です。

「ファミリアＣ棟」は
プライベートを重視した
戸建タイプです。

クオーレのしろ

ホール見学、相談などお気軽にお越し下さい。ホール見学、相談などお気軽にお越し下さい。
事前にご予約いただくとスムーズです。

若甦のお湯割りが
心とカラダにしみる
　　　季節になりました‼

若甦のお湯割りが
心とカラダにしみる
　　　季節になりました‼


